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民生児童委員の工藤まさえさん（右）に慣れた
手さばきでトランプのシャッフルを披露する
高橋テイ子さん。80歳を迎えても元気いっ
ぱい。いろんなことを楽しんでいます。

民生児童委員の工藤まさえさん（右）に慣れた
手さばきでトランプのシャッフルを披露する
高橋テイ子さん。80歳を迎えても元気いっ
ぱい。いろんなことを楽しんでいます。

民生委員制度は、大正 6年 5月 12 日に岡
山県で創設された「済

さいせい

世顧問制度」、翌年
に大阪府で始まった「方

ほうめん

面委員」が起源と
されています。以来 100 年にわたり、住
民視点に立って安心して住み続けることが
できる地域づくりに取り組んでいます。
（関連記事…２~３ページ）

５月12日は民生委員・児童委員の日

器
用
に
シ
ャ
ッ
フ
ル



災
害
時
の
避
難
支
援
は

地
域
全
体
の
問
題
と
し
て

考
え
て
ほ
し
い

くじ市議会だより　№57３ ２

民生委員・児童委員

今
回
の
お
相
手
は
、
地
域
の
身
近
な
相
談
役
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の

皆
さ
ん
（
※
）
。
高
齢
者
の
見
守
り
や
災
害

時
の
避
難
支
援
の
状
況
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
意
見
や
要
望
は
、
市
議
会
と
し

て
も
調
査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

■ 

子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応

●
主
任
児
童
委
員
２
人
で
学
校
を
巡

回
し
、
先
生
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
状

況
や
気
に
な
る
こ
と
を
聞
き
ま
す
が
、

人
数
の
割
に
様
子
を
気
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
て
、

不
登
校
ま
で
い
か
な
く
て
も
、
そ
れ

に
近
い
状
況
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ご
家
族
か
ら
相
談
い
た
だ
け
れ
ば

動
き
や
す
い
で
す
が
、
こ
ち
ら
か
ら

積
極
的
に
声
を
掛
け
づ
ら
い
部
分
が

あ
り
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。

●
心
配
な
の
が
貧
困
の
問
題
。
例
え

ば
、
給
食
費
を
払
え
な
い
世
帯
へ
の

支
援
や
援
助
な
ど
を
知
り
た
い
で
す
。

●
久
慈
小
学
校
の
校
庭
で
す
が
、
風

が
吹
け
ば
砂
が
舞
い
上
が
っ
て
ひ
ど

い
で
す
。
張
っ
て
も
ら
っ
た
防
砂

ネ
ッ
ト
は
す
ぐ
に
壊
れ
ま
す
。
ひ
ど

い
砂す

な
ぼ
こ
り埃

の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん

で
い
ま
す
が
、
目
や
気
管
に
影
響
が

あ
る
か
と
心
配
だ
し
、
近
隣
の
住
民

も
迷
惑
し
て
い
ま
す
。
確
認
、
調
査

の
上
、
対
策
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

■ 

担
い
手
不
足
、
負
担
感

●
県
内
の
民
生
委
員
の
欠
員
は
74
人
。

久
慈
市
の
欠
員
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

かだって
かだって

市民と議員の懇談企画

with

　

支
援
す
る
側
も
、
近
所
が
高
齢
者

ば
か
り
で
人
手
不
足
な
の
で
、
市
に

登
録
す
る
た
め
に
民
生
委
員
と
し
て

５
人
く
ら
い
の
支
援
者
に
な
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
実
際
に
全
員
を
支
援

で
き
る
か
不
安
は
あ
り
ま
す
ね
。

●
地
域
に
よ
っ
て
は
、「
周
り
に
負

担
を
か
け
る
か
ら
」
と
支
援
を
遠
慮

し
た
り
、「
こ
の
程
度
な
ら
大
丈
夫

だ
」
と
自
己
判
断
で
避
難
し
な
い
人
、

「
個
人
情
報
保
護
」
を
訴
え
て
登
録

に
応
じ
て
く
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く

て
困
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

●
民
生
委
員
に
は
年
１
回
、
市
か
ら

更
新
さ
れ
た
要
援
護
者
の
名
簿
が
届

き
ま
す
。
そ
の
後
の
異
動
は
、
自
分

で
調
べ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

●
消
防
団
に
も
名
簿
が
配
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
最
近
は
更
新
さ
れ

■ 懇談に参加いただいた皆さん
（上段左から）

　二
ふ た つ が み

ツ神 悦
え つ こ

子 さん（山形、１期）○主

　羽
は し ば

柴 民
た み こ

子 さん（山根、３期）
　夏

な つ い

井 俊
としかつ

勝 さん（夏井、３期）
　久

く じ

慈 匡
ただひろ

弘 さん（侍浜、６期）
（下段左から）

　髙
たかはた

畑 小
こ さ ぶ ろ う

三郎 さん（久慈、９期）○主

　久
く じ

慈 伸
の ぶ こ

子 さん  （宇部、４期）
　伊

い と う

藤 悦
え つ こ

子 さん  （大川目、３期）
　神

か ん だ

田 光
み つ こ

子 さん（長内、３期）

■ 

要
援
護
者
の
見
守
り
・
支
援

●
担
当
す
る
地
区
の
訪
問
活
動
は
、

高
齢
者
世
帯
を
中
心
に
月
１
～
２
回
。

訪
問
以
外
に
も
普
段
の
見
守
り
と
し

て
、
家
の
前
を
通
り
な
が
ら
部
屋
の

明
か
り
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

●
災
害
時
の
避
難
が
心
配
な
人
に
は
、

大
雨
な
ど
の
警
報
が
発
令
さ
れ
そ
う

な
時
は
、
電
話
な
ど
で
早
め
の
避
難

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

●
市
に
登
録
し
た
災

（
※
）

害
時
要
援
護
者

の
情
報
は
、
各
地
域
の
民
生
委
員
も

共
有
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
登
録
す
る
た
め
に
は
、
緊

急
時
に
支
援
す
る
人
が
必
要
で
、
頼

む
人
を
探
す
の
が
大
変
で
す
。「
あ

ま
り
責
任
を
感
じ
な
く
て
い
い
か

ら
」
と
促
し
て
も
、
手
続
き
の
押
印

で
嫌
が
ら
れ
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
が
沿
岸
の
被
災
地
で
、
な

り
手
を
探
せ
な
い
状
況
で
す
。

●
民
生
委
員
の
定
例
会
を
２
カ
月
毎

に
開
い
て
い
ま
す
が
、
日
中
の
集
ま

り
が
多
い
の
で
、
な
り
手
が
普
通
の

勤
め
人
で
は
な
く
自
営
業
や
定
年
退

職
し
た
人
に
絞
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
１
期
３
年
で
辞
め
ら
れ
た
民
生
委

員
が
い
ま
し
た
が
、
相
談
に
応
じ
る

た
め
に
あ
ま
り
留
守
に
で
き
な
い
負

担
感
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

●
各
地
区
の
民
生
児
童
委
員
協
議
会

（
地
区
民
児
協
）は
、市
か
ら
活
動
費

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
上
部
組

織
で
あ
る
市
・
県
の
民
児
協
は
法
令

上
の
根
拠
が
な
い
任
意
組
織
の
た
め
、

各
民
生
委
員
か
ら
の
負
担
金
に
頼
っ

た
運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
知
識
の
習
得
や
情
報
共
有

の
た
め
の
研
修
機
会
を
増
や
し
、
民

生
委
員
の
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
、
市
議
会
に
は
、
市
民
児
協
へ
の

助
成
に
向
け
た
働
き
か
け
を
お
願
い

し
た
い
で
す
。

●
行
政
に
は
、民
生
委
員
の「
活
動
の

範
囲
や
役
割
の
明
確
化
」
と
、
国
が

進
め
る
「
地
域
住
民
が
支
え
合
い
助

け
合
う
地
域
共
生
社
会
」
の
構
築
を

進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

た
名
簿
が
分
団
員
ま
で
届
か
ず
、
活

用
で
き
な
い
分
団
も
あ
る
よ
う
で
す
。

●
市
内
の
自
主
防
災
組
織
の
設
置
率

は
50
％
に
届
か
な
い
状
況
で
、
各
地

域
や
町
内
会
で
対
応
の
濃
淡
が
あ
り

ま
す
。
強
制
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
組

織
の
設
置
に
向
け
た
指
導
や
周
知
を

行
政
主
導
で
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。

●
私
た
ち
民
生
委
員
の
手
だ
け
で
は

担
当
す
る
全
て
の
要
援
護
者
を
支
援

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
東
日
本
大

震
災
で
は
東
北
で
56
人
の
民
生
委
員

が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
要
援
護
者
の
避
難
支
援
を
繰

り
返
し
て
逃
げ
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
を

地
域
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
、
町

内
会
な
ど
も
一
緒
に
な
っ
て
災
害
時

の
役
割
を
分
担
し
て
お
け
ば
ス
ム
ー

ズ
に
避
難
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
行

政
主
導
で
、
町
内
会
や
消
防
団
と
一

緒
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

●
自
主
防
災
組
織
や
町
内
会
の
支
援

が
あ
る
と
非
常
に
助
か
り
ま
す
。
私

の
地
区
で
は
、
班
単
位
で
心
配
な
人

た
ち
を
把
握
し
て
、
見
守
り
や
避
難

支
援
す
る
の
で
、
民
生
委
員
の
負
担

も
軽
減
さ
れ
ま
す
。
何
を
や
る
に
し

て
も
私
た
ち
だ
け
で
は
無
理
で
す
ね
。

※　○主  …主任児童委員

　市内の民生委員・児童委員は
120 人、子どもや子育て家庭へ
の支援を専門に担当する主任児
童委員は 16 人。各地域で主に
次の活動を展開しています。

いろんな活動しています
民生委員・児童委員の仕事

● 高齢者、障がい者世帯の見守
りや安否確認、災害時の支援
● 地域住民からの生活相談、支

援機関へのつなぎ役
● 地域のふれあいサロンの運営
　・支援
● 市、関係機関の会議や行事へ

の参加

※�災害時要援護者…災害時に、必要な情報を迅速かつ的確に把握し、
身を守るために安全な場所へ避難するなどの行動をとるのに支援を
要する人。要介護者・障がい者・高齢者・外国人・乳幼児・妊婦など

※ 

民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
ね
ま
す
。
こ
こ
で
は

「
民
生
委
員
」の
表
記
で
紹
介
し
ま
す

担当地区での活動状況を紹介する参加者の皆さん担当地区での活動状況を紹介する参加者の皆さん

×
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議案Ｐｉｃｋ ｕｐ
こんなことが

決まりました

　市長提出議案………45件
　議員提出議案………４件
　請願…………………３件
　報告（その他）……２件

今回の議案等は54件

今号では、この中から４つ
をピックアップして紹介し
ます。

■ 

一
般
会
計
予
算
の
特
徴

① 

予
算
総
額
は
２
０
１
億
３
３
０
０
万
円
で
、

　

 

前
年
度
当
初
と
比
較
し
て
４
億
４
３
０
０

　

 

万
円（
２
・
２
％
）の
減
。
財
源
の
確
保
が

一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
一
方
、
福
祉
の
経

費
や
借
入
金
の
返
済
、
既
存
公
共
施
設
の

老
朽
化
対
策
な
ど
、
今
後
も
厳
し
い
財
政

運
営
が
続
く
見
込
み

② 

歳
入
の
う
ち
、
市
税
な
ど
の
自
主
財
源

は
57
億
５
０
８
６
万
円
で
前
年
度
比
４
・

９
％
増
。
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源

は
１
４
３
億
８
２
１
４
万
円
で
前
年
度
比

４
・
７
％
減

③ 

性
（
※
）

質
別
経
費
に
よ
る
歳
出
は
、
扶
助
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
は
97
億
９
７
４
８
万
円

で
前
年
度
比
１
・
４
％
減
。普
通
建
設
事
業

費
な
ど
の
投
資
的
経
費
は
18
億
６
０
０
２

　

万
円
で
前
年
度
比
51
・
１
％
減

 Ｐｉｃｋ ｕｐ 1

議案Pick up

● 第26回定例会議
　２月22日㈮～３月19日㈫
　（26日間）

子育て 支援対策に重点
前年度比2.2％減　　　　予算総額201億3,300万円

全ての議案の審議結果などは、市
議会ホームページをご覧ください。

ＱＲコードからホームページを閲覧できます

■ ホームページアドレス
http://www.city.kuji.iwate.jp/gikai/

スマホでピッ！

詳しくは ホームページ

その他

市債

国県

交付税

その他

諸収入

繰入

市税

■特別会計（支出額）
 国民健康保険
 特   別   会   計

事業勘定 37 億 6,323 万円
直営診療勘定 １億 8,153 万円

 後期高齢者医療特別会計 ３億 2,477 万円
 魚市場事業特別会計 1,724 万円

■事業会計（収益的支出）
水道事業会計 10 億 7,838 万円
下水道事業会計 10 億 7,126 万円

歳入

新生児の聴覚検査料補助金

平成31年度
主な新規事業

1,100万円

久慈湊小学校移転基本構想の策定

1,078万円

小中学校にエアコン、網戸設置

1,812万円

妊産婦への子育て相談等の支援

836万円

自主財源
28.6％

依存財源 71.4％

201億3,300万円

市税
38億8,191万円

（19.3％）
繰入金
６億7,948万円

（3.4％）

諸収入
６億6,421万円

（3.3％）

その他
５億2,525万円

（2.6％）
地方交付税
74億4,625万円（37.0％）

国庫・県支出金
43億8,264万円

（21.7％）

市債
15億  555万円（7.5％）

その他　10億4,770万円（5.2％）

歳出
201億3,300万円

民生費
61億6,377万円

（30.6％）

公債費
27億4,995万円

（13.7％）
総務費
25億4,129万円

（12.6％）

衛生費
23億2,235万円

（11.5％）

教育費
19億1,607万円

（9.5％）

土木費
11億7,844万円（5.9％）

農林水産業費
９億3,066万円

（4.6％）

消防費
８億8,981万円（4.4％）

その他
６億  506万円（3.0％）

商工費
８億3,560万円（4.2％）

3月13日から15日までの間、予算特別委員会で平成31年 度
一般会計などの予算を審査。新年度の予算は、子育て支援
対策や広域道の駅整備、人口減少対策などに重点を置いた
もの。本会議での採決の結果、原案のとおり可決しました。

※ 性質別経費…市の経費をその経済的性質を基準として、人件費、物件
費、維持補修費、扶助費、普通建設事業費、災害復旧事業費、公債費、
積立金、投資及び出資金、貸付金、繰出金などに分類したもの

義務的経費 48.7％
■ 歳出を性質別に見た経費の割合

投資的経費 9.2％

その他 42.1％



※ ＤＢＯ方式…公共施設の建設等に民間のノウハウを活用
するＰＦＩ方式のうち、設計～建設～運営を一括して委
ね、施設の所有、資金調達は公共が行う方式

くじ市議会だより　№57７ ６

議案Pick up 議案Pick up

■ 

税
金
、
基
金
な
ど

　
　

た
ば
こ
税
が
２
億
８
４
０
０
万

円
、
前
年
比
２
６
５
０
万
円
増
収
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
は
。

　
　

税
率
改
正
に
よ
り
、
た
ば
こ
税

率
が
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
消
費

動
向
な
ど
を
踏
ま
え
て
積
算
し
た
。

　
　

平
成
28
年
台
風
第
10
号
の
影
響

で
中
心
市
街
地
が
被
災
し
た
が
、
税

収
へ
の
影
響
は
。

　
　

被
災
さ
れ
た
家
屋
等
に
つ
い
て

原
価
補
正
を
実
施
し
た
。
31
年
度
で

も
61
件
・
51
万
５
０
０
０
円
の
減
額

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　

自
動
車
取
得
税
交
付
金
は
、
消

費
税
が
10
％
に
な
る
10
月
か
ら
廃
止

に
な
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

　
　

自
動
車
取
得
税
は
９
月
末
に
廃

止
さ
れ
る
が
、
10
月
か
ら
環
境
性
能

割
と
い
う
税
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
か

ら
廃
止
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

危
険
傾
斜
地
に
指
定
さ
れ
る
と

土
地
評
価
が
下
が
る
。
評
価
の
見
直

し
・
減
額
評
価
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　

土
砂
災
害
の
特
別
警
戒
区
域

「
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
」は
１
３
２
カ
所
。

区
域
指
定
に
よ
り
固
定
資
産
税
評
価

額
は
40
％
の
減
価
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

基
金
繰
り
入
れ
後
の
、
そ
れ
ぞ

れ
の
基
金
残
高
を
示
せ
。

　
　

主
な
基
金
残
高
の
見
込
み
は
、

財
政
調
整
基
金
が
10
億
３
２
８
２
万

６
０
０
０
円
、
市
債
管
理
基
金
が

７
億
９
０
２
万
７
０
０
０
円
で
あ
る
。

　
　

部
活
動
指
導
員
配
置
事
業
で
配

置
す
る
人
数
な
ど
の
内
容
は
。

　
　

６
人
を
予
定
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
学
校
と
相
談
し
て
配
置
し
た

い
が
、
週
３
日
、
２
時
間
程
度
を
想

定
し
て
い
る
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
事
務
経
費

１
億
７
０
０
万
円
の
内
容
を
示
せ
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
記
念
品
代
に

歳
入
２
億
３
０
０
万
円
の
３
割
相
当

６
０
９
０
万
円
を
見
込
ん
だ
。

　

ま
た
、
送
料
、
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
旅

費
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
印
刷
、
広

告
料
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
の
経

費
な
ど
、
役
務
費
に
８
０
０
万
円
、

観
光
物
産
協
会
へ
の
事
務
一
括
委
託

料
と
し
て
２
０
０
０
万
円
、
合
計

1
億
７
０
０
万
円
で
あ
る
。

■ 

総
務
関
係

　
　

ク
ラ
イ
ペ
ダ
市
姉
妹
都
市
締
結

30
周
年
記
念
事
業
の
予
算
を
組
ん
で

い
る
が
、
新
し
い
形
で
の
取
り
組
み

を
考
え
て
い
る
か
。

　
　

記
念
調
印
や
柔
道
交
流
、歴
史
・

文
化
交
流
の
ほ
か
、
リ
ト
ア
ニ
ア
共

和
国
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

デ
ー
に
参
加
予
定
で
あ
る
。
30
周
年

を
契
機
に
さ
ら
に
交
流
を
深
め
た
い
。

　
　

広
域
道
の
駅
は
、
三
陸
沿
岸
道

路
か
ら
降
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

導
入
施
設
や
そ
の
内
容
な
ど
の
取
り

組
み
状
況
は
。

　
　

夏
井
地
区
の
三
陸
沿
岸
道
路
は

フ
ル
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
。
ま
た
、

国
道
45
号
、
国
道
３
９
５
号
の
合
流

部
で
も
あ
り
、
拠
点
の
場
所
と
な
る
。

　

現
在
、
Ｄ

（
※
）

Ｂ
Ｏ
方
式
を
前
提
に
、

関
係
機
関
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、
全

国
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
な
が
ら
、

地
域
と
一
緒
に
な
っ
て
で
き
る
手
法

を
考
え
て
い
る
。

■ 

子
育
て
関
連

　
　

児
童
虐
待
防
止
対
策
事
業
費
が

拡
充
さ
れ
た
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

　
　

児
童
虐
待
相
談
員
を
現
在
の
２

人
か
ら
１
人
増
員
す
る
。

　
　

学
童
保
育
施
設
整
備
事
業
費
で

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
施
設
は
。

　
　

市
内
10
カ
所
の
学
童
施
設
の
う

ち
８
カ
所
に
エ
ア
コ
ン
が
あ
り
、
侍

浜
学
童
と
第
一
わ
ん
ぱ
く
学
童
の
２

カ
所
に
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

市
内
の
開
業
医
で
訪
問
診
療
を

実
施
し
て
い
る
開
業
医
は
何
カ
所
か
。

　
　

竹
下
産
婦
人
科
医
院
と
国
民
健

康
保
険
山
形
診
療
所
で
訪
問
診
療
を

行
っ
て
い
る
。

　
　

民
間
保
育
所
施
設
整
備
事
業
費

補
助
金
で
改
築
す
る
保
育
園
は
。

　
　

大
川
目
保
育
園
の
予
定
で
あ
る
。

■ 

産
業
振
興
関
連

　
　

農
山
漁
村
活
性
化
整
備
対
策
費

補
助
金
の
内
容
は
。

　
　

市
内
の
菌
床
シ
イ
タ
ケ
の
生
産

者
に
2
億
７
０
０
０
万
円
の
2
分
1

を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

昨
年
度
比
３
倍
増
で
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
林
道
整
備
の
内
容
は
。

　
　

山
形
町
内
の
林
道
岡
沢
線
、
林

道
繋
２
号
線
、
林
道
矢
野
沢
線
の
３

路
線
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　

闘
牛
は
市
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
県
の
文
化

財
指
定
の
状
況
は
。

　
　

平
成
30
年
度
の
初
め
に
、
県
指

定
候
補
に
闘
牛
を
推
薦
し
た
。
今
後
、

県
の
文
化
財
審
議
会
で
県
指
定
の
検

討
が
さ
れ
る
と
思
う
。

　
　

小
中
学
校
ス
キ
ー
普
及
事
業
費

の
内
容
は
。

　
　

市
内
の
小
中
学
生
が
平
庭
高
原

ス
キ
ー
場
を
利
用
す
る
際
に
、
補
助

金
を
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

■ 

災
害
・
防
災
関
連

　
　

台
風
第
10
号
災
害
に
伴
う
生
活

橋
復
旧
事
業
費
補
助
金
の
内
容
は
。

　
　

上
限
２
０
０
万
円
で
対
象
経
費

の
２
分
の
１
を
補
助
。
山
根
地
区
の

小
田
瀬
な
ど
３
カ
所
分
を
予
定
す
る
。

　
　

屯
所
の
新
設
に
つ
い
て
は
市
の

予
算
で
建
設
さ
れ
て
い
る
が
、
土
地

の
扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

屯
所
の
土
地
に
つ
い
て
も
、
基

本
的
に
市
で
措
置
す
る
考
え
で
あ
る
。

■ 

教
育
・
文
化
関
連

　
　

久
慈
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
工

事
の
内
容
は
。

　
　

1
～
３
階
ま
で
各
２
カ
所
、
教

職
員
用
２
カ
所
の
計
８
カ
所
を
改
修

予
定
で
あ
る
。

　
　

幼
児
こ
と
ば
の
教
室
事
業
費
の

内
容
は
。

　
　

教
室
の
開
設
に
関
わ
る
費
用
で
、

指
導
員
を
配
置
し
て
指
導
す
る
。

　
　

文
化
会
館
改
修
事
業
費

２
億
４
２
５
０
万
円
の
内
容
は
。

　
　

大
・
小
ホ
ー
ル
の
音
響
施
設
を

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
全
面
改
修
で
あ
る
。

予
算
を
チ
ェ
ッ
ク

予
算
特
別
委
員
会
で
徹
底
審
査

予
算
特
別
委
員
会
（
山
口
健
一
委
員
長
）
は
、
議
長

を
除
く
22
人
で
構
成
。
市
民
生
活
や
観
光
、
防
災
、

教
育
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
お
金
の
使
徒

や
事
業
の
効
果
を
確
認
し
ま
し
た
。

上／平成21年度に行われたクライペダ市
訪問団による文化交流　下／過去に行わ
れた、ふるさと納税のＰＲ活動

上／洋式化が望まれる久慈中
学校のトイレ　下／音響施設
の全面改修が予定される市文
化会館の大ホール

答 質答 質答 質

答 質答 質質

答 質質
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答

答 質質答答 質答 質答 質質答
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答
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「広域道の駅」イメージ図 平成28年台風第10号で浸水した市街地



■ 

請
願
名

　

最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支

援
の
拡
充
を
求
め
る
請
願

■ 

請
願
者

　

久
慈
地
域
労
働
組
合
連
合
会

■ 

請
願
の
趣
旨

　

最
低
賃
金
の
地
域
間
格
差
は
、
労

働
力
の
流
出
を
招
き
、
地
方
の
高
齢

化
と
地
域
経
済
を
疲
弊
さ
せ
る
要
因

に
な
る
。
地
域
経
済
を
再
生
さ
せ
る

う
え
で
も
、
地
域
間
格
差
の
是
正
と

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が
必
要
。
ま

た
、
中
小
企
業
へ
の
助
成
や
融
資
、

仕
事
起
こ
し
、
単
価
改
善
に
つ
な
が

る
施
策
の
拡
充
が
景
気
刺
激
策
と
し

て
も
有
効
で
あ
り
、
国
に
対
し
、
次

の
点
を
実
現
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

○ 

最
低
賃
金
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、

早
期
に
全
国
平
均
８
０
０
円
を
確

保
し
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
全
国

平
均
１
０
０
０
円
を
目
指
す
こ
と
。

○ 

全
国
最
低
賃
金
制
度
の
確
立
な
ど
、

地
域
間
格
差
を
縮
小
さ
せ
る
た
め

の
施
策
を
進
め
る
こ
と
。

○ 

中
小
企
業
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
直
接
支
援
と
し
て
、
中
小
企
業

と
そ
こ
で
働
く
労
働
者
の
社
会
保

げ
る
こ
と
は
、
企
業
側
に
と
っ
て

大
き
な
負
担
と
な
り
、
事
業
の
衰

退
を
招
き
か
ね
な
い
。

■ 

本
会
議
で
一
転
、「
採
択
」

　

委
員
会
で
「
不
採
択
す
べ
き
」
と

な
っ
た
本
請
願
は
、
本
会
議
で
賛
成

討
論
、
質
疑
の
後
に
行
わ
れ
た
採
決

の
結
果
、
可
否
同
数
と
な
り
、
議
長

裁
決
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
最
低
賃
金
の
改
善
と

中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
」
を
提
出
す
る
議
員
発
議
案
が

出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

　

最低賃金の地域間格差を少なく
委員会「不採択」を本会議で「採択」

指
定
管
理
者
を
否
決
し
た
施
設
を
再
審
査

物
産
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
期
間
は
３
年

 Ｐｉｃｋ ｕｐ4
　

前
回
の
定
例
会
議
で
、
賛
成
ゼ
ロ

で
否
決
し
た
市
ふ
る
さ
と
物
産
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
議
案
。

今
回
の
別
団
体
に
指
定
管
理
さ
せ
る

議
案
審
査
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の

経
過
を
踏
ま
え
、
議
長
を
除
く
全
議

員
で
審
査
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
に
開
か
れ
た
特
別
委
員

会
で
は
、
質
疑
終
了
後
に
指
定
管
理

期
間
を
５
年
か
ら
３
年
に
す
る
修
正

動
議
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
本
会
議
…
修
正
案
を
賛
成
多
数
で

可
決
）

■ 

主
な
質
疑

　
　

提
案
さ
れ
た
「
や
ま
が
た
振
興

協
議
会
」
は
ど
の
よ
う
な
団
体
か
。

　
　

山
形
町
の
自
治
会
長
を
含
む
構

成
員
が
役
員
を
務
め
る
団
体
で
あ
る
。

　
　

前
回
、
否
決
さ
れ
た
ガ
タ
コ
ン

企
画
の
役
員
が
、
や
ま
が
た
地
域
振

興
協
議
会
の
役
員
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

17
人
中
２
人
が
ガ
タ
ゴ
ン
企
画

の
役
員
で
あ
る
。
協
議
会
に
は
適
切

に
運
営
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

　
　

指
定
管
理
の
期
間
は
、
新
規
の

受
託
先
で
あ
る
た
め
、
５
年
で
は
な

く
３
年
に
す
べ
き
で
は
。

　
　

５
年
の
期
間
で
募
集
し
て
お
り
、

５
年
で
行
わ
せ
て
ほ
し
い
。

指定管理期間が３年に決まった山形町の
市ふるさと物産センター

質

 Ｐｉｃｋ ｕｐ2
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答

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
額
の
改
正

国
保
事
業
費
納
付
金
の

安
定
納
付
の
た
め
に

 Ｐｉｃｋ ｕｐ3
　

今
回
の
改
正
は
、
県
か
ら
示
さ
れ

た
「
標
準
保
険
料
率
」
に
基
づ
く
県

へ
の
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金

を
安
定
的
に
納
付
す
る
た
め
、
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
額
を
改
定
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
基
礎
課
税
額
分
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
分
、

介
護
納
付
金
課
税
額
分
の
そ
れ
ぞ
れ

の
所
得
割
額
、
資
産
割
額
、
被
保
険

者
均
等
割
額
、
世
帯
別
平
等
割
額
の

合
計
を
表
の
と
お
り
改
定
す
る
も
の
。

　

本
会
議
で
採
決
し
た
結
果
、
賛
成

多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

■ 

主
な
質
疑

　
　

国
民
健
康
保
険
税
が
７
６
８
万

円
の
増
税
に
な
る
。
制
度
が
改
正
さ

れ
た
が
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
は
制
度
上
可
能
か
。
可
能
で
あ
れ

ば
、
繰
り
入
れ
し
て
増
税
を
抑
え
る

考
え
は
あ
る
か
。

　
　

制
度
上
、
繰
り
入
れ
で
き
な
い

こ
と
は
な
い
。
前
年
度
ま
で
繰
り
入

れ
し
て
い
た
が
、
当
市
の
保
険
料
は

県
内
14
市
で
比
較
す
る
と
中
間
に
位

置
し
、
県
の
一
般
的
な
標
準
保
険
料

よ
り
一
人
当
た
り
２
０
０
０
円
低
い

状
況
に
あ
り
、
財
政
状
況
を
考
え
る

と
繰
り
入
れ
は
厳
し
い
。

答

質

　この請願は、最低賃金を政府・労
働者・使用者の三者で合意し、全国
最低 800 円の早期確保と、2020 年
までに全国平均 1,000 円を目指すも
の。全国最低 800 円まで 39 円、全
国平均 1,000 円まで 126 円で達成で
きるし、全国一律ではなく、全国平
均 1,000 円を求めるものである。
　また、中小企業の負担を軽減する
直接支援として、中小企業と労働者
の社会保険料負担や、税の減免制度
などの実現を求めるものである。

質答

議案Pick up 議案Pick up

産業建設委員会での審議

請願を正確に理解して

3月12日の産業建設委員会で、最低賃金の改
善などを求める請願を審査し、「不採択すべ
きもの」と決定。3月 19 日の本会議で討議
と質疑を行い採決した結果、委員長報告から
一転、賛成多数で「採択」と決しました。

険
料
負
担
や
税
の
減
免
制
度
な
ど

を
実
現
す
る
こ
と
。

■ 

委
員
会
は「
不
採
択
と
す
べ
き
」

　

産
業
建
設
委
員
会
で
は
次
の
よ
う

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

○ 

地
域
別
最
低
賃
金
は
、毎
年
、中
央

最
低
賃
金
審
議
会
か
ら
引
き
上
げ

額
の
目
安
が
提
示
さ
れ
、
地
方
最

低
賃
金
審
議
会
で
審
査
が
行
わ
れ
、

決
定
さ
れ
て
い
る
。

○ 

当
地
域
で
は
、
中
小
・
零
細
企
業

が
多
数
を
占
め
、
大
都
市
圏
と
同

様
に
最
低
賃
金
を
大
幅
に
引
き
上

討
論

小野寺勝也
賛成

所得割 資産割 均等割 平等割

H30 9.5％ 28.6％ 31,400 円 35,000 円

H31 9.8％ 28.7％ 32,300 円 35,800 円

■ 国民健康保険税の改定

質答
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議案Pick up

一
般
質
問

　
市
が
取
り
組
む
事
業
や
施
策
の
内
容

に
つ
い
て
、
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
係
す

る
内
容
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

■会派代表質問
㌻ 質問者 掲載した質問項目
12

～

13

政和会

黒沼 繁樹
▶地産地消の推進
▶テレビ共同受信施設　ほか

　○関連質問…佐々木栄幸、砂川利男、大沢俊光、濱欠明宏

12

～

13

日本共産党久慈市議団

小野寺 勝也
▶ 国民健康保険税と協会けんぽの比較、

均等割・平等割の廃止　ほか

　○関連質問…城内仲悦

■個人質問
㌻ 質問者 掲載した質問項目

豊巻 直子 ▶ 食物アレルギーなどへの対応
　（サインプレート、原材料表示）

14 畑中 勇吉 ▶歴史民俗資料室の所蔵資料数
▶鉄をテーマにした資料館の整備

澤里 富雄 ▶外国人労働者の受入状況
▶社会貢献活動に対する優遇措置

桑田 鉄男 ▶産業振興（推奨作目）
▶児童生徒の安全安心の確保

15 岩城 　元 ▶医師確保と県境を越えた医療連携
▶ドクターカーの配備　

山田 　光 ▶行政連絡区長の名称改正
▶区長報酬の積算方法　

二子 賢一 ▶学校施設の維持補修
▶湾内への土砂堆積の現状と対策　

16 下川原 光昭 ▶市道湊中小路線の交通安全対策
▶中の橋―久慈橋間の河川改修　

上山 昭彦 ▶三陸鉄道を活用した観光
▶ロケツーリズムの観光効果　

小倉 利之 ▶久慈中学校のトイレ改修計画
▶学童保育への支援体制　

17 泉川 博明 ▶久慈市漁業協同組合が運営する
　船揚げ場の上架能力の向上

山口 健一 ▶新生児聴覚検査の助成額
▶プレミアム商品券の対象者　

人14
今議会の登壇者は

議席番号　
議 員 名　

　議案等名　

審
議
結
果

反
対：賛成

政和会 創政・公明クラブ 新政会 市民共同 共産（※） 無会派
濱
欠
　
明
宏

佐
々
木
栄
幸

黒
沼
　
繁
樹

砂
川
　
利
男

大
沢
　
俊
光

山
口
　
健
一

下
川
原
光
昭

二
子
　
賢
一

桑
田
　
鉄
男

八
重
櫻
友
夫

澤
里
　
富
雄

上
山
　
昭
彦

岩
城
　
　
元

山
田
　
　
光

泉
川
　
博
明

髙
屋
敷
英
則

畑
中
　
勇
吉

小
倉
　
利
之

宮
澤
　
憲
司

小
野
寺
勝
也

城
内
　
仲
悦

豊
巻
　
直
子

中
平
　
浩
志

平成31年度久慈市国民健康保
険特別会計予算

賛成
多数

20:2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ー

平成31年度久慈市後期高齢者
医療特別会計予算

賛成
多数

20:2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ー

職員の勤務時間、休日及び休
暇に関する条例の一部を改正
する条例

賛成
多数

21:1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ー

行政手続における特定の個人を
識別するための番号の利用等に関
する条例の一部を改正する条例

賛成
多数

19:3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ー

「指定管理者の指定に関し議決
を求めることについて」に対する
修正案（ふるさと物産センター）

賛成
多数

17:5 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ー

平成31年度久慈市国民健康保
険特別会計補正予算（第１号）

賛成
多数

20:2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ー

市税条例の一部を改正する条
例

賛成
多数

20:2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ー

副市長の選任に関し同意を求
めることについて

賛成
多数

21:1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

最低賃金の改善と中小企業支
援の拡充を求める請願

可否
同数

11:11
○ ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○

（
○
）

2019年10月からの消費税10％
増税の中止を求める請願

賛成
少数

4:18 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ー

最低賃金の改善と中小企業支
援の拡充を求める意見書の提
出について

賛成
多数

13:9 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ー

賛否の公表 採決で賛否が分かれた案件の採
決結果です。これ以外の案件は
全会一致で可決されています。

【凡例】　○…賛成、●…反対、欠…欠席
　　　　議長（中平浩志）は採決に加わりません

※
共
産
…
日
本
共
産
党
久
慈
市
議
団

議長裁決で可決

賛成 反対
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一般質問
ここが

聞きたい ！

1012

地産地消を推進して社会貢献を

その他の
質問項目

▶海釣りによる地域創生・地域活性化を
▶使途が自由な地域交付金の創設を　ほか

啓蒙活動への取り組みは
重要な視点である

市長�… 

黒
く ろ ぬ ま

沼 繁
し げ き

樹
政和会

　
　

持
続
可
能
な
開
発
目
標
達
成
の
た
め
の
教

育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
い
う
言
葉
は
使
っ
て
い
な
い
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
学
び
、
持
続
可
能
な
社
会

の
創
造
に
資
す
る
学
習
や
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
総
合
学
習
の
人
権
教
育
・
環
境
教
育
等

を
通
じ
て
課
題
解
決
型
学
習
も
行
っ
て
い
る
。

　
　

地
産
地
消
の
推
進
に
お
い
て
、
地
場
産
品

の
消
費
拡
大
に
留
ま
ら
ず
、
脱
炭
素
や
地
域
内

経
済
循
環
な
ど
の
社
会
貢
献
を
啓
発
し
て
は
。

　
　

地
産
地
消
推
進
条
例
が
4
月
1
日
か
ら
施

行
す
る
。
消
費
者
へ
の
啓
蒙
活
動
は
、
非
常
に

重
要
な
視
点
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

だ
が
、
条
例
を
推
進
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

大
規
模
改
修
工
事
が
必
要
な
テ
レ
ビ
共
同

受
信
施
設
組
合
へ
の
支
援
策
は
。

　
　

テ
レ
ビ
の
難
視
聴
対
策
は
、
県
内
の
市
長

会
で
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ

は
生
活
に
不
可
欠
で
あ
り
、
他
市
町
村
と
連
携

し
て
国
・
県
に
支
援
制
度
の
創
設
を
要
望
す
る
。

大
規
模
改
修
工
事
中
の

川
代
大
芦
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設

質答答

議
員

のつぶやき

地域エネルギーは
“売り手よし、買い手
よし、世間よし、未来
よし”の四方よし

ＱＲコードから
一般質問録画映像
を視聴できます

質

議員のつぶ

や
き

 国保税と協会けんぽの比較は

小
お の で ら

野寺 勝
か つ や

也
日本共産党久慈市議団

国保税は協会けんぽの
約１.５倍

市長�… 

　
　

国
民
健
康
保
険
税
と
協
会
け
ん
ぽ
を
比
較

す
る
と
、
年
間
の
負
担
額
は
い
く
ら
か
。

　
　

夫
婦
と
子
ど
も
２
人
の
４
人
世
帯
で
、
夫

の
年
収
３
０
０
万
円
、
介
護
保
険
に
該
当
し
な

い
場
合
で
比
較
す
る
と
、
国
民
健
康
保
険
税
が

約
23
万
円
、
協
会
け
ん
ぽ
が
約
15
万
円
で
、
約

１
・
５
倍
の
差
と
な
る
。

　
　

国
民
健
康
保
険
税
に
は
他
の
保
険
に
は
な

い
均
等
割（
人
数
割
）と
平
等
割（
世
帯
割
）が
あ

り
、
全
国
で
徴
収
さ
れ
る
額
は
約
１
兆
円
に
も

な
る
。
国
民
健
康
保
険
税
を
協
会
け
ん
ぽ
並
み

に
下
げ
る
た
め
に
政
府
に
１
兆
円
の
公
費
を
増

や
す
よ
う
求
め
る
べ
き
。

　
　

人
数
割
、
世
帯
割
の
負
担
軽
減
を
含
め
た

支
援
策
を
、
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
国
に
強
く

要
望
し
た
い
。

　
　

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

子
ど
も
の
人
数
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
る
均
等
割

は
廃
止
す
べ
き
。

　
　

子
育
て
環
境
の
充
実
に
効
果
が
あ
る
と
思

う
が
、
減
免
し
た
分
の
財
政
確
保
が
課
題
だ
。

質答質答

人間の頭数に応じて
課税するやり方は古代
につくられた税制で
　廃止すべきものその他の

質問項目
▶再生可能エネルギーの普及推進
▶修学援助の修学旅行費の実施前支給　ほか

一般質問
録画映像

会派代表質問

質答

　　大成橋丁字路交差点への信号機の設置が、県
公安委員会で認められた。県に可及的速やかな設
置を求めるよう努力すべき。
　　20年来の懸案事項で、本当に長い時間がか

かった。市民や議会からの多くの声が公安委員会

まで届き、決めていただいた。平成31年度の早

い時期に信号機が設置されるよう県に要望したい。

質

答

大成橋丁字路に信号機設置を

日本共産党久慈市議団　城
じょうない

内 仲
ちゅうえつ

悦
会派関連質問

各会派の代表議員による質問に関連
した内容を、同じ会派の議員が掘り
下げて質問しました。

　　宇部・野田の、ほ場整備事業（97.1ha、25億円）
が、想定以上に住みよい地域づくりに貢献。地域
内に小型造船所、コンビニ２店舗を含め10事業
者が張り付いたが、国道45号に接続する農道が
狭い。拡幅などの改善を求める。
　　ほ場整備と三陸沿岸道路に関わる部分は、現

地調査や地元とも調整をしながら進めたい。

　　平成30年度に総合運動公園の住民説明会を
行い、基本計画の周知、同意を図る予定であった
がその実態を問う。
　　基本計画、都市計画を策定した段階で各協議

団体に説明した。総事業費の３分の１が市の予

算であり、平成31年度に予算計上できなかった。

予算の根拠がない中で住民説明会等はできない。

総合運動公園の早期完成を

質

答

　　岩手北三陸横断道路が報道されたが、なぜ久
慈市が起点になれないか。宮古盛岡道路は宮古が
起点、釜石東北自動車ラインも釜石が起点。久慈
市もぜひ同盟会の中で了解を取っていくべき。
　　当該期成同盟会の道路の構想は素案の段階で

あり、今後に具体化されていくと捉えている。提

案については参考にしたい。

質

答

三陸横断道を久慈インターに

質

答

政和会　佐
さ さ き

々木 栄
えいこう

幸

農業振興と地域づくりに貢献

　　広美町海岸線が開通するが、湊橋の工期延長
の原因と市民の利便確保を県に要望すべき。
　　橋脚工事で想定以上の湧水が発生したことに

伴う対策の検討や、工法の見直しで工期が２年延

びる。橋が利用できず不便をおかけして大変申し

訳ない。工期の延長もあり、既設の橋を利用する

ことについて県と協議したい。

湊橋工事、市民の利便確保を

質

答

政和会　砂
すながわ

川 利
と し お

男

政和会　大
おおさわ

沢 俊
しゅんこう

光

政和会　濱
はまかけ

欠 明
あきひろ

宏

質答

給与年収
300 万円

国民健康
保険

協　会
けんぽ 差額

介護非該当
（40歳未満） 230,800 153,504 77,296

介 護 該 当
（40歳以上） 268,000 177,996 90,004

国民健康保険と協会けんぽ
の保険料算定比較表

（被保険者負担分の比較、単位：円）



個人質問

くじ市議会だより　№5715 14

食物アレルギーへの対策は

豊
とよまき

巻 直
な お こ

子
社会民主党

市長�… アレルギーサインゼッケンを準備
　
　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
ー
シ
ョ
ッ
ク
へ
の
対
策
は
。

　
　

避
難
時
に
使
用
す
る
ア
レ
ル

ギ
ー
サ
イ
ン
ゼ
ッ
ケ
ン
の
配
布
や

啓
発
活
動
に
努
め
る
。

　
　

学
校
や
保
育
園
で
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
た

時
の
対
応
の
研
修
状
況
は
。

　
　

保
育
園
で
は
、
保
育
士
、
給

食
担
当
者
の
研
修
を
年
に
約
８
回

実
施
。
エ
ピ
ペ
ン
を
持
っ
て
い
る

子
ど
も
が
在
籍
し
て
い
る
小
中
学

校
で
は
、
教
職
員
全
員
が
対
応
で

き
る
よ
う
講
習
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

駅
前
複
合
施
設
や
広
域
道
の

駅
に
入
る
飲
食
店
で
、
メ
ニ
ュ
ー

の
原
材
料
を
表
示
す
る
配
慮
は
。

　
　

出
店
者
と
協
議
す
る
。

質答 質 答

議
員

のつぶやき

馬酔木（アセビ）の花が
咲きました。
もう、春ですね。

 新歴史民俗資料館のオープン時期は

畑
はたなか

中 勇
ゆうきち

吉
市民共同

教育長�… 平成 34 年を目指し進めたい
　
　

市
歴
史
民
俗
資
料
室
が
所
蔵

す
る
資
料
数
と
、
現
在
の
市
立
図

書
館
に
移
転
設
置
さ
れ
る
新
歴
史

民
俗
資
料
館
の
オ
ー
プ
ン
時
期
は
。

　
　

２
月
８
日
時
点
の
民
俗
資
料

は
合
計
１
万
７
５
９
３
点
。
新
歴

史
資
料
館
の
オ
ー
プ
ン
は
平
成
34

年
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　

た
た
ら
製
鉄
に
つ
い
て
は
、

独
自
の
歴
史
民
俗
資
料
館
を
作
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

鉄
を
テ
ー
マ
に
し
た
資
料
館

の
整
備
は
、
今
後
検
討
し
た
い
。

　
　

出
産
に
伴
う
緊
急
対
応
や
、

学
校
・
保
育
園
へ
の
送
迎
な
ど
、

子
育
て
支
援
タ
ク
シ
ー
を
推
進
す

る
考
え
は
。

　
　

情
報
を
収
集
し
研
究
し
た
い
。

当地域で発明された画期的
な「水車吹子」の一部

質答 質 答

議員のつぶ

や
き

　市歴史民俗資料
室には、当時、画期的
発明といわれた水車吹
子の復元なども所蔵さ
　　　れています。

外国人労働者受入状況と生活情報周知は

澤
さわさと

里  富
と み お

雄
新政会

市長�… 労働者は 192 人。企業等と連携対応
　
　

市
内
の
外
国
人
労
働
者
の
受

入
状
況
と
、ご
み
出
し
や
草
刈
り
・

ご
み
拾
い
な
ど
、
地
域
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
は
。

　
　

労
働
者
は
中
国
１
１
４
人
、

ベ
ト
ナ
ム
44
人
、フ
ィ
リ
ピ
ン
30
人
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
４
人
の
計
１
９
２

人
。
生
活
関
係
は
、
基
本
的
に
受

入
企
業
が
実
施
。
情
報
伝
達
は
絵

を
使
っ
た
指
さ
し
カ
ー
ド
を
事
業

主
や
ホ
テ
ル
に
提
供
し
て
い
る
。

　
　

公
共
工
事
等
の
入
札
に
お
い

て
、
保
護
観
察
対
象
者
等
を
雇
用

し
た
実
績
の
あ
る
場
合
は
社
会
貢

献
と
し
て
優
遇
措
置
を
す
べ
き
。

　
　

社
会
貢
献
活
動
等
の
有
無
に

よ
る
選
定
は
な
い
が
、
県
と
同
様

の
優
遇
措
置
を
講
じ
て
い
る
。 外国人労働者への生活情報

伝達は…

質答 質 答

議
員

のつぶやき

３月で退職された
皆さま、本当におつ
かれさまでした。
敬意と感謝です。

一般質問
録画映像

一般質問
録画映像

一般質問
録画映像

エピペンはアナフィラキシー
が あ ら わ れ た 時 に 使 用 し、
医師の治療を受けるまでの
間、症状の進行を一時的に
緩和する治療剤です

一般質問
ここが

聞きたい ！

現在の２品目に次ぐ推奨作目は

桑
く わ た

田 鉄
て つ お

男
創政・公明クラブ

市長�… ズッキーニ秋冬どりブロッコリーが有望
　
　

雨
よ
け
ホ
ウ
レ
ン
草
、
菌
床

し
い
た
け
に
次
ぐ
推
奨
作
目
は
。

　
　

比
較
的
高
収
益
で
あ
り
、
労

力
が
か
か
ら
ず
、
施
設
整
備
費
も

押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ズ
ッ

キ
ー
ニ
を
推
奨
作
目
と
位
置
づ
け

て
お
り
、
同
じ
特
徴
を
持
つ
秋
冬

ど
り
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
も
有
望
と
考

え
て
い
る
。
新
年
度
は
２
種
類
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
栽
培
実
証
を

予
定
し
て
い
る
。

　
　

当
市
の
児
童
生
徒
の
い
じ
め

の
状
況
と
対
応
策
は
。

　
　

平
成
30
年
度
８
月
～
12
月
の

２
学
期
調
査
に
よ
る
認
知
件
数
は
、

小
中
学
校
合
わ
せ
て
１
８
８
件
と

な
っ
て
い
る
。
い
じ
め
の
防
止
、

認
知
、
解
消
に
努
め
た
い
。

新たな推奨作目として期待
されるズッキーニ

質答

議
員

のつぶやき

新元号となります。
市民にとっていい年
になりますように…

 久慈地域の医師不足対策と今後の方針は

岩
い わ き

城 元
げん

新政会

市長�… 県に対し強く要望。広域連携も進める
　
　

久
慈
地
域
の
医
師
不
足
対
策

と
今
後
の
方
針
は
。
ま
た
、
三
陸

沿
岸
道
路
の
開
通
に
よ
り
、
八
戸

へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間
が
大
幅
に
短

縮
さ
れ
る
が
、
県
を
越
え
た
医
療

連
携
の
考
え
方
は
。

　
　

県
立
久
慈
病
院
の
診
療
科
医

師
の
充
足
に
つ
い
て
、
県
に
対
し

強
く
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
医
療
の
広
域
連
携
に
つ
い

て
、
八
戸
市
と
話
を
進
め
た
い
。

　
　

県
立
久
慈
病
院
に
、
ド
ク

タ
ー
カ
ー
を
配
備
す
る
考
え
は
。

　
　

整
備
費
用
や
人
的
体
制
を
整

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
現
在
で
も

専
任
の
医
師
が
不
足
し
て
い
る
が
、

検
討
事
項
に
な
り
得
る
と
思
う
の

で
考
え
た
い
。

医師不足が深刻な県立久慈
病院

質

議員のつぶ

や
き医療福祉で安心できる

まちになればいいな

行政連絡区長を行政連絡員に改称すべき

山
や ま だ

田 光
ひかる

新政会

市長�… 市民に混乱を招く恐れがあり考えはない
　
　

行
政
連
絡
区
長
を
行
政
連
絡

員
に
改
称
し
、
各
地
区
の
必
要
に

応
じ
て
複
数
人
を
配
置
す
る
な
ど

の
柔
軟
な
考
え
は
。

　
　

市
民
が
混
乱
す
る
恐
れ
も
あ

り
、
改
称
は
考
え
て
い
な
い
。
複

数
配
置
に
つ
い
て
は
、
行
政
区
の

分
割
を
希
望
す
る
場
合
は
、
地
域

か
ら
の
要
望
を
受
け
、
審
議
の
上

区
長
を
配
置
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

区
長
報
酬
の
積
算
方
法
は
。

ま
た
、
区
長
報
酬
を
町
内
会
に
支

給
し
、
区
長
の
事
務
を
行
わ
せ
る

方
法
な
ど
を
検
討
す
る
考
え
は
。

　
　

報
酬
額
は
、
平
均
割
、
世
帯

割
、
地
域
割
の
合
計
と
し
て
い
る
。

支
給
方
法
は
、
他
市
町
村
の
事
例

を
参
考
に
研
究
す
る
。

質答

議
員

のつぶやき

分かってくれないか
なー

答

答
一般質問
録画映像

一般質問
録画映像

一般質問
録画映像

答 質

質

質答

行政連絡区長の業務の一つ、
「広報紙の配布に関する事項」

答 質

質答



長内小の防球ネット木柱の整備見通しは

二
ふ た ご

子 賢
けんいち

一
創政・公明クラブ

教育長�… 平成 31 年度予算に修繕費を計上した
　
　

長
内
小
学
校
の
校
庭
の
防
球

ネ
ッ
ト
を
支
え
て
い
る
木
柱
の
腐

食
が
進
ん
で
い
る
。
児
童
の
安
全

の
た
め
に
早
急
に
修
繕
す
べ
き
。

　
　

現
状
は
把
握
し
て
い
る
。
修

繕
費
を
今
年
度
予
算
に
計
上
し
た
。

　
　

河
川
か
ら
の
土
砂
が
湾
内
に

流
入
し
、
根
付
漁
場
へ
の
堆
積
が

進
ん
で
い
る
が
、
現
状
と
対
策
は
。

　
　

平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
調

査
で
、
湾
内
南
端
で
泥
質
の
細
粒

分
の
急
激
な
増
加
を
確
認
。
平
成

28
年
台
風
第
10
号
に
伴
う
大
量
の

流
下
土
砂
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

釜
石
港
湾
事
務
所
か
ら
は
、
湾

内
の
潮
流
速
度
が
低
下
し
て
い
る

こ
と
も
踏
ま
え
、
今
後
の
変
化
を

注
視
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

質答 答

議
員

のつぶやき

　別れと出逢いの
シーズン。いろいろな
思い出を胸に、新たな
出逢いを大切に…

 市道湊中小路線の交差部に信号機を

下
し も か わ ら

川原 光
みつあき

昭
創政・公明クラブ

市長�… 今後整備される道路との関連性で検討
　
　

国
道
３
９
５
号
と
市
道
湊
中

小
路
線
交
差
部
に
信
号
機
を
設
置

す
る
見
通
し
は
。

　
　

平
成
29
年
交
通
安
全
施
設
点

検
に
お
い
て
、
久
慈
警
察
署
、
関

係
機
関
と
共
に
点
検
を
行
っ
た
結

果
、「
今
後
整
備
さ
れ
る
道
路
と

の
関
連
性
を
見
据
え
な
が
ら
検
討

す
べ
き
で
あ
る
」
と
指
摘
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
周
辺
道
路
の
整
備

状
況
を
踏
ま
え
、
継
続
し
て
久
慈

警
察
署
な
ど
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　

中
の
橋
―
久
慈
橋
間
の
河
川

改
修
工
事
の
見
通
し
は
。

　
　

Ｊ
Ｒ
橋
付
近
の
洪
水
時
の
水

位
を
で
き
る
限
り
低
く
す
る
よ
う
、

今
後
も
継
続
し
て
河
道
掘
削
が
実

施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

質答

議員のつぶ

や
き春４月、交通事故に気

を付けるとともに、自
然災害のない一年に…

三鉄から市内観光地への二次交通を

上
かみやま

山 昭
あきひこ

彦
新政会

市長�… 三陸鉄道との接続見直しも行う
　
　

観
光
資
源
と
し
て
三
陸
鉄
道

の
さ
ら
な
る
活
用
方
法
を
。

　
　

誘
客
支
援
、
利
用
者
補
助
な

ど
、
観
光
客
の
利
用
促
進
を
図
る
。

　
　

三
陸
鉄
道
か
ら
市
内
観
光
地

へ
の
二
次
交
通
を
確
保
す
べ
き
。

　
　

新
山
根
温
泉
・
小
袖
海
岸
へ

市
民
バ
ス
路
線
の
見
直
し
を
行
う
。

　
　

映
画
や
ド
ラ
マ
を
撮
影
し
た

地
域
へ
の
誘
客
手
法
で
あ
る
ロ
ケ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
は
。

　
　

ロ
ケ
地
が
地
域
に
多
大
な
影

響
を
も
た
ら
す
と
実
感
。
地
域
の

取
り
組
み
や
ロ
ケ
受
け
入
れ
の
支

援
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
。

　
　
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
関
係
資
料

を
継
続
展
示
し
て
誘
客
を
。

　
　

駅
前
複
合
施
設
で
展
示
す
る
。

久慈市の観光資源として期
待される三陸鉄道リアス線

質答

議
員

のつぶやき

人口減少は避けら
れず、地域の活性化
は、観光で交流人口
増加を。

一般質問
ここが

聞きたい ！ 個人質問

一般質問
録画映像

一般質問
録画映像

一般質問
録画映像

河道掘削が望まれる久慈橋
上流

質

老朽化が進む長内小学校の
防球ネットの木柱

質答

質答

久慈中学校のトイレ改修計画を示せ

小
お ぐ ら

倉 利
としゆき

之
市民共同

教育長�… 洋式率は低い。今回、予算を計上した
　
　

久
慈
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
現

状
と
改
修
計
画
を
示
せ
。

　
　

久
慈
中
学
校
は
、
他
校
に
比

べ
て
洋
式
化
率
が
低
い
。
改
修
に

向
け
て
今
回
の
議
会
に
予
算
を
計

上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

市
内
中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式

率
は
。

　
　

中
学
校
施
設
の
ト
イ
レ
は
、

洋
式
便
器
38
・
１
％
、
和
式
便
器

61
・
９
％
で
県
平
均
よ
り
低
い
。

　
　

新
た
な
学
童
保
育
施
設
へ
の

整
備
支
援
は
。

　
　

新
た
な
施
設
整
備
や
、
余
裕

教
室
な
ど
既
存
施
設
の
改
修
、
民

家
・
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
活
用
し
て

実
施
す
る
場
合
の
賃
借
料
も
交
付

金
を
活
用
し
な
が
ら
支
援
す
る
。

学童保育施設に活用したい
旧校舎

質答

議
員

のつぶやき

もったいない…
廃校舎は学童保育に

 漁船等船揚場の上架重量能力アップを

泉
いずみかわ

川 博
ひろあき

明
新政会

市長�… まずは事業主体により事業計画策定を
　
　

久
慈
市
漁
業
協
同
組
合
が
運

営
し
て
い
る
小
型
漁
船
等
の
船
揚

げ
場
の
上
架
重
量
能
力
を
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
す
べ
き
で
は
。

　
　

漁
船
所
有
者
の
ニ
ー
ズ
や
施

設
の
機
能
や
規
模
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
等
関
連
事
業
者
の
確
保
見
通
し
、

運
営
方
法
な
ど
を
精
査
し
な
が
ら
、

組
合
で
事
業
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
　

組
合
と
一
体
と
な
っ
て
上
架

ト
ン
数
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
整
備

に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
　

設
置
場
所
や
事
業
費
、
利
用

ニ
ー
ズ
、
収
支
計
画
、
管
理
方
法
、

委
託
先
業
者
な
ど
、
検
討
の
土
台

が
な
い
と
先
に
進
め
な
い
。
ま
ず

は
計
画
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

玉の脇漁港に設備されている
上架施設

質質

議員のつぶ

や
き

退職者の皆さま、
長きに渡りご苦労さま
でした。これからもご
指導よろしく。

新生児聴覚検査の助成額、支給方法は

山
やまぐち

口 健
けんいち

一
創政・公明クラブ

市長�… 助成金額５千円を上限に実施
　
　

平
成
31
年
度
予
算
に
計
上
さ

れ
た
新
生
児
聴
覚
検
査
の
助
成
額

と
支
給
方
法
は
。

　
　

助
成
金
額
５
千
円
を
上
限
と

し
、
委
託
契
約
に
よ
る
現
物
給
付

ま
た
は
償
還
払
い
方
式
で
の
支
給

を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
い
、

低
所
得
者
対
策
と
し
て
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
が
実
施
さ
れ
る
が
、

対
象
者
や
支
給
方
法
は
。

　
　

国
が
示
す
対

（
※
）

象
者
は
、
生
活

保
護
受
給
者
を
除
く
住
民
非
課
税

世
帯
と
、
平
成
28
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
子
が
い
る
家
庭
。

プ
レ
ミ
ア
ム
分
５
千
円
を
含
む

２
万
５
千
円
分
ま
で
購
入
で
き
る

引
換
券
を
対
象
者
に
配
布
す
る
。

質答

議
員

のつぶやき

今年１年が気候に
左右されず、一次産
業が元気であること
を祈ります

答答

質答
一般質問
録画映像

一般質問
録画映像

一般質問
録画映像

答 質

答質

くじ市議会だより　№5717 16

低所得者対策として実施され
るプレミアム商品券事業

質答質答

※ 

基
準
日
な
ど
の
諸
要
件
あ
り



議員全員が出席する
委員会、会議など

会 

議 

回 

数 

豊
巻　

直
子

岩
城　
　

元

小
倉　

利
之

黒
沼　

繁
樹

山
田　
　

光

上
山　

昭
彦

泉
川　

博
明

澤
里　

富
雄

二
子　

賢
一

下
川
原
光
昭

桑
田　

鉄
男

畑
中　

勇
吉

佐
々
木
栄
幸

砂
川　

利
男

中
平　

浩
志

小
野
寺
勝
也

城
内　

仲
悦

山
口　

健
一

八
重
櫻
友
夫

髙
屋
敷
英
則

宮
澤　

憲
司

大
沢　

俊
光

濱
欠　

明
宏

定例会議、臨時会議 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 17
議会運営委員会 ※ 20 20 - - - - 19 - 20 - 16 18 - - 19 20 - 15 18 - 17 - - 19
総務委員会 ５ ５ - ５ ５ - - - ５ - ５ - - - ５ - - ５ - ５ - - - -
総務委員会（所管事務調査） 13 13 - 13 13 - - - 13 - ９ - - - 13 - - 12 - 10 - - - -
教育民生委員会 ４ - - - - ４ ４ - - ４ - - ４ ４ - ４ ４ - - - - - - -
教育民生委員会（所管事務調査） 12 - - - - 10 12 - - 12 - - 12 12 - 8 12 - - - - - - -
産業建設委員会 ４ - ４ - - - - ４ - - - ４ - - - - - - ４ - ４ ４ ４ ４
産業建設委員会（所管事務調査） 11 - 10 - - - - 11 - - - ９ - - - - - - 11 - 10 ３ ９ ８
決算特別委員会 ３ ３ ３ ３ ３ ２ ３ ３ ３ ３ ３ ２ ３ ３ ３ - ３ ２ ３ ２ ３ ３ - ２
予算特別委員会 ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ - ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ４
議案第24号指定管理者指定議案
審査特別委員会

２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ - ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２

指定管理者制度調査等特別委員
会

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ - １ １ １ １ １ １ １ １

広聴広報会議 19 17 19 18 18 - 17 - - 17 - - 19 18 - - 19 - 17 - - - - -
議員全員協議会 ６ ５ ６ ６ ６ ６ ６ ５ ６ ６ ４ ６ ６ ６ ６ ５ ６ ６ ５ ４ ４ ４ ６ ５
議員派遣 ４ ３ ４ ３ ３ ３ 3 4 4 4 4 ３ 4 ４ 4 ４ ３ ２ 4 ３ １ 0 ４ ０

総会議回数 98 75 78 78 57 96 56 79 76 79 76 76 76 79 65 76 79 95 59 77 56 53 76
総出席回数 94 74 76 76 53 92 55 79 74 69 70 76 75 78 60 75 70 90 52 67 42 51 62

欠席回数 4 1 2 2 4 4 1 0 2 10 6 0 1 1 ５ 1 9 5 7 10 14 2 14

議員の出欠状況
※
… 

豊
巻
議
員
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
出
席　
　
「
－
」
は
委
員
・
担
当
外

平成 30 年度中に久慈市議会の公務として出席
した会議などへの出欠状況をお知らせします。

公表
します

その他、久慈広域連合議会、岩手県後期高齢者医療広域連合
議会、久慈市監査委員の諸会議等にも議員が出席しています。
出欠状況は各事務局にお問い合わせください。 18くじ市議会だより　№5719

ぎかいNEWS

　

久
慈
市
・
葛
巻
町
・
九
戸
村
の
３
市
町
村
議
会
で

構
成
す
る
平
庭
地
域
市
町
村
議
会
議
員
連
絡
協
議
会

（
会
長
・
中
崎
和
久
葛
巻
町
議
会
議
長
）
は
２
月
６
日
、

九
戸
村
で
議
員
研
修
会
を
開
催
。
議
員
ら
約
50
人
が

出
席
し
、
一
般
質
問
の
あ
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
の
設
立
30
周
年
を
記
念
し
た
研
修
会
で

は
、
龍
谷
大
学
政
策
学
部
教
授
の
土
山
希
美
枝
氏

が
「
質
問
力
で
つ
く
る
政
策
議
会
」
と
題
し
て
講
演
。

定
例
で
行
わ
れ
て
い
る
一
般
質
問
が
機
能
発
揮
す
る

た
め
の
課
題
や
質
問
力
を
高
め
る
た
め
の
コ
ツ
、
さ

ら
に
は
議
員
一
人
の
も
の
で
あ
る
一
般
質
問
（
質
問

力
）
の
研
鑽
に
留
ま
ら
ず
、
議
員
の
集
合
体
と
し
て

の
議
会
の
機
能
発
揮
に
向
け
た
政
策
能
力（
議
会
力
）

を
高
め
る
必
要
性
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

質問力の向上から議会力へ

ギカイのわだい

平庭地域市町村議会議員研修会

　講師の土山氏は、「政策議会」を目指すことの
大切さを話されていた。久慈市議会は議会から
の政策提言を掲げているが、提言までの経過も
重要であり、所管事務調査を踏まえた一般質問
の大切さを改めて感じさせられた。
　また、監査機能と政策提案機能を備えた一般
質問のメリットを聴き、自身のこれまでの一般
質問が、思い付きだけの提案型になっていな
かったか、反省するばかりである。

　上山昭彦　

　

議
会
改
革
第
2
ス
テ
ー
ジ
の
意
義
や

議
会
・
事
務
局
の
果
た
す
べ
き
役
割
を

考
え
る「
地
方
議
会
研
修
会
in
北
上
市
」

（
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
推
進
連

盟
東
北
主
催
）
は
２
月
７
日
、
ブ
ラ
ン

ニ
ュ
ー
北
上
で
開
催
。
久
慈
市
議
会
の

議
員
13
人
、
事
務
局
職
員
3
人
を
含
む

県
内
外
の
地
方
議
員
や
議
会
事
務
局
職

員
ら
約
１
３
０
人
が
議
会
改
革
の
先
進

事
例
か
ら
今
後
の
展
開
を
探
り
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
研
究
所
の
北
川
正
恭
氏
に
よ
る
基

調
講
演
の
ほ
か
、
全
国
の
先
進
議
会
議

長
や
事
務
局
職
員
ら
が
事
例
を
報
告
。

参
加
者
ら
は
、
議
会
は
単
な
る
行
政
の

監
視
に
留
ま
ら
ず
、
議
員
・
事
務
局
が

一
体
と
な
っ
て
民
意
を
反
映
し
、
政
策

提
案
す
る
「
チ
ー
ム
議
会
」
を
目
指
す

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
議
会
を
目
指
し
て

地
方
議
会
研
修
会
in
北
上
市

　基調講演で北川氏は、「チー
ム議会」として議会と事務局
が一体となって政策提言して
いくことが重要と話していた。
　その後、北上・犬山・可児の
各市議会から先進事例の報告
を受けたが、北上市議会の報
酬問題は今後の参考になった。
　各市議会に共通していたの
は、議長の強いリーダーシッ
プのもと、議会と事務局が一
体となって改革を進めている
こと。当市議会でも重要に
なってくると感じた。

議員レポート

山口　健一

議員
レポート

「いい一般質問」って、なあに？

議会と事務局が一体で
改革を進める重要性

先進議会の事例報告を熱心に聴く参加者の皆さん

■ ２月 ６日…広聴広報会議、平庭地域市町村議
会議員連絡協議会研修会◇７日…地方議会研修
会 in 北上市◇８日…会派、議運◇18日…議案
説明会、事務事業説明会、議員全員協議会、総
務（所管事務調査）、教民（所管事務調査）◇
20日…会派、議運◇22日…会派、本会議、広
聴広報会議

■ ３月 ５・６日…本会議（一般質問）◇７日…
指定管理者指定議案審査特別委員会、総務（議
案審査）◇８日…教民（議案審査）◇12日…
産建（議案審査）◇13～15日…予算特別委員
会◇15日…会派、事務事業説明会、議案説明
会◇19日…会派、本会議、議運、指定管理者

※ 略称の説明…会派（会派代表者協議会）、議運（議会運
営委員会）、総務（総務委員会）、教民（教育民生委員会）、
産建（産業建設委員会）議員が出席した会議や研修会などをお知らせします

制度調査等特別委員会、広聴広報会議◇22日
…総務（所管事務調査）

■ ４月 ３日…広聴広報会議◇８日…広聴広報会
議

多くの傍聴者が見守る中で行われた教育民生委員会での請願審査

議員らに一般質問の在り方を説明する土山教授



　議会モニターになって、議員が尽力され
ていること、市民に情報をいかに発信する
か考えていることが分かりました。久慈市
を良くするため、議会に関心を持たない市
民をどう巻き込むか。議会傍聴や議員体験
など、若者や保護者も含めて議会に関心を
持ってもらう活動が増えればいいですね。

日 月 火 水 木 金 土

６/２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

発
行
／
久
慈
市
議
会
　
編
集
／
広
聴
広
報
会
議
　
印
刷
／
ヘ
イ
ハ
ン
印
刷

〒
028-8030　

久
慈
市
川
崎
町
１
番
１
号
　
☎
0194−52−2188　

ＦＡＸ　0194−52-2344
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http://www.city.kuji.iwate.jp/gikai/

久慈市の子どもたちが将来の夢を語るコーナーです。自薦・
他薦も大歓迎。たくさんの申し込みをお待ちしています。

一般質問

常任委員会

■インターネット中継もどうぞ

久
く せ

世 彩
い ろ は

葉 さん
（久喜小学校６年）

夢はやさしい獣医さん

関
せ き が み

上 美
み お

桜 さん
（大川目小学校６年）

頼りがいのある薬剤師さん

く
じ

市
議

会
だ

よ
り

№57

わたしの未来

議会を傍聴しよう！

　新しい元号「令和」が発表になった。平成の時代は災害の多い時代だったと思う。この教訓から私たちは何を学ぶ

　広聴広報会議
　委員  山口 健一

編集後記

のか。新しい時代を開くのは
人づくりではなかかろうか！

第26回定例会議の傍聴者は
41人でした。

　私は動物が大好きなので獣
医になりたいです。学校から
帰ると、おばあちゃんちの犬
を散歩に連れて行きますが、
将来は自分で柴犬やロシアン
ブルーが飼いたいです。
　夢をかなえるために、これ
からもいっぱい勉強して、動
物にやさしく接したい。獣医
になれたら、家族がいる久慈
で動物病院を開きたいです。

　私の夢は、薬剤師になるこ
とです。病気がちだった低学
年の頃、薬や不安なことを薬
局の薬剤師さんに相談したら、
やさしく教えてもらったこと
がきっかけです。今では体も
丈夫になって、ミニバスケッ
トボールを頑張っています。
　薬剤師になったら、相手の
気持ちを理解できる、頼りが
いのある人になりたいです。

久
く じ

慈 理
り え

恵 さん（侍浜）　

ひと・こえ

もっと議会に関心を

※招集日の午前・午後で集計

詳しい内容は決
まり次第ホーム
ページに掲載！

本会議

本会議

　市議会の会議は誰でも傍聴できま
す。次の定例会議の予定は下表のと
おり。市役所正面または議会棟の入
口から案内に従って傍聴席までお越
しください。

案内図

本会議の模様は、久慈市議会
ホームページの「議会中継」
でもご覧いただけます。

議会中継

常任　
委員会
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